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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５
♠ ９４３ ♠ J９３ ♠ 10９８ ♠ K ♠ J６５４２
♥ ９３ ♥ A10８７６２ ♥ 10４ ♥ AJ９３２ ♥ K
♦ J７４３ ♦ A９ ♦ ８４ ♦ AQ９ ♦ 10９８６５
♣ AK７２ ♣ ８２ ♣ A10６５４２ ♣ K５４３ ♣ J５

♠ ８ ♠ 10７６２ ♠ K６４ ♠ AQ５２ ♠ K４ ♠ AQJ７２ ♠ J８６２ ♠ A９７４３ ♠ KＱ９７ ♠ A８３
♥ K10４２ N ♥ ８７６ ♥ Q５３ N ♥ K９ ♥ AQ８５２ N ♥ KJ ♥ Q10７ N ♥ ４ ♥ Q10７５４ N ♥ AJ８３
♦ 10９８ W X E ♦ Q６５２ ♦ KQJ５ W │ E ♦ 10８７３ ♦ AJ７６５３ W ─ E ♦ KQ９２ ♦ K７ W ┼ E ♦ Ｊ８６３２ ♦ ２ W │ E ♦ J４３
♣ J10６４３ S ♣ Q９ ♣ K５４ S ♣ Q９７ ♣ ― S ♣ K３ ♣ Q９８２ S ♣ Ａ10 ♣ Q10２ S ♣ K７６

♠ AKQJ５ ♠ 10８７ ♠ ６５３ ♠ Q10５ ♠ 10
♥ AQJ５ ♥ J４ ♥ ９７６３ ♥ K８６５ ♥ ９６２
♦ AK ♦ ６４２ ♦ 10 ♦ 10５４ ♦ AKQ７
♣ ８３ ♣ AJ１０６３ ♣ QJ９８７ ♣ J７６ ♣ A９８４３

Ｎｏ．６ Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10
♠ Q10９７５３ ♠ K ♠ KQ８５２ ♠ Q８４３ ♠ Q10９２
♥ K９ ♥ J10６ ♥ J ♥ QJ８３ ♥ K７６５
♦ J８６ ♦ QJ９６３２ ♦ AJ10８６ ♦ ４３ ♦ 10８７
♣ K７ ♣ K９６ ♣ J10 ♣ Q10８ ♣ QJ

♠ ２ ♠ ６ ♠ Q９７５４ ♠ 10８３ ♠ 10４ ♠ J７ ♠ AJ９ ♠ K７２ ♠ AK６５４３ ♠ J８
♥ 10７６４３ N ♥ AQJ８５２ ♥ Q４ N ♥ AK７５ ♥ Q10９３２ N ♥ A７５４ ♥ A９７２ N ♥ ５４ ♥ J10 N ♥ AQ８４３２
♦ ５３２ W ─ E ♦ AK４ ♦ ８７５ W ┼ E ♦ AK10 ♦ K７３ W X E ♦ ２ ♦ A６ W ｜ E ♦ KQ８７ ♦ K６４ W ┼ E ♦ ３
♣ Q６４２ S ♣ AJ８ ♣ AQ10 S ♣ J４３ ♣ ９７３ S ♣ AK８６５４ ♣ ９７５３ S ♣ A６４２ ♣ K９ S ♣ ６５４３

♠ AKJ８４ ♠ AJ６２ ♠ A９６３ ♠ 10６５ ♠ ７
♥ ― ♥ ９８３２ ♥ K８６ ♥ K10６ ♥ ９
♦ Q10９７ ♦ ４ ♦ Q９５４ ♦ J10９５２ ♦ AQJ９５２
♣ 10９５３ ♣ ８７５２ ♣ Q２ ♣ KJ ♣ A10８７２

Ｎｏ．11 Ｎｏ．12 Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ QJ９７６４３ ♠ 10９ ♠ KQ10７４ ♠ ４ ♠ AK６
♥ ９５ ♥ J10６４ ♥ ８６５ ♥ Q10９７４３ ♥ 10７４
♦ J７４ ♦ ６２ ♦ A４ ♦ J10８ ♦ Q４２
♣ ６ ♣ AJ９６３ ♣ AQ５ ♣ A８６ ♣ J７４２

♠ ― ♠ K８２ ♠ A３２ ♠ ８７ ♠ ８５ ♠ ６３ ♠ A７３ ♠ KQJ10６ ♠ QJ10９７２ ♠ ４３
♥ K10７３２ N ♥ AQJ８６ ♥ ７５ N ♥ Q９８ ♥ J９３２ N ♥ AK10４ ♥ J２ N ♥ ６ ♥ K８６３ N ♥ AQ９５
♦ AK10６５ W X E ♦ Q８３ ♦ QJ８７３ W │ E ♦ AK９５４ ♦ Q９７ W ┼ E ♦ J10５２ ♦ K９４２ W Ｘ E ♦ A６３ ♦ ７ W │ E ♦ J８６５
♣ 10８３ S ♣ A９ ♣ ８７５ S ♣ Q10４ ♣ J８７２ S ♣ K10４ ♣ KJ10４ S ♣ Q７３２ ♣ ９３ S ♣ K10５

♠ A10５ ♠ KQJ６５４ ♠ AJ９２ ♠ ９８５２ ♠ ８５
♥ ４ ♥ AK３２ ♥ Q７ ♥ AK８５ ♥ J２
♦ ９２ ♦ 10 ♦ K８６３ ♦ Q９５ ♦ AK10９３
♣ KQJ７５４２ ♣ K２ ♣ ９６３ ♣ ９５ ♣ AQ８６
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ２４ｈｃｐあるＳは２♣（Ｓｔｒｏｎｇ）オープンの後、Ｎの２♦のＷａｉｔｉｎｇに２♠をビッドしてス－ツを示す。
♠ ９４３ P　　　P　　2♣　　 P これに対して良い♣と８ｈｃｐあるＮは３♣をビッド。Ｓはスラムの可能性を感じるので取敢えず３♥をビッド
♥ ９３ 2♦　　P　　2♠　　 P する。これに対してＮは４♠をビッド（♠３枚サポ－トを示す？）するか、３♠をビッドする（スラムを狙う余力
♦ J７４３ 3♣　　P　　3♥　　 P があり、４♠はスラムはアキラメを示す）かはペア－による。Ｓは♣Ａを確認後、目出度く６♠に到達。
♣ AK７２   4♠(3♠) P　 4NT　　P ６♠/Ｓ　　ＯＬ：♦１０　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見て、♠５♦２♣２はほぼ確実だが、６メイクには♥でのルーザーを

♠ ８ ♠ 10７６２ 5♣　　P　　6♠　ｅｎｄ １個にする必要がある。♥ＫがＥに在ればフィネスが効くので、♥で３勝出来るが、♥ＫがＷにある時はど
♥ K10４２ N ♥ ８７６ うか？　♥５のルーザ－をダミ－でラフする必要がある。そこでＯＬはハンドの♦Ａで勝ち、♠Ａを出して
♦ 10９８ W X E ♦ Q６５２ ♠を１巡だけ集め（２巡集めると、若し、♥Ｋに負けた時♠を出されるとダミ－の♠が無くなり、♥をラフすることが出来なくなる）、♣を
♣ J10６４３ S ♣ Q９ 出してダミ－の♣Ａに入り、♥３を出してハンドから♥Ｑを出す。これがＷの♥Ｋに負けてもコントラクトは安泰である。しかし、Ｗが

♠ AKQJ５ ♥Ｋを出さずに♥Ｑが勝った時はどうするか？　♥ＫがＥにあると信じて、再度♣でダミ－の♣Ｋに入り♥９を引いてハンドから
♥ AQJ５ ♥Ｊを出すプレ－をするとＷが♥Ｋで勝ち、♣Ｊを出して来てＥは♥８を捨てＤｅｃｌａｒｅｒがラフするが、次に♥５を出してダミ－でラフした
♦ AK 時にＥにオーバ－ラフされて１ダウンになる危険性がある。対策は無いのか？　♥Ｑが勝った時は２回目のフィネスはせずに、
♣ ８３ ♥Ａを勝ち、♥５を出してダミ－ラフするプレ－をすれば６メイクは確実である。　互いに注意深い攻防が必要です。

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの1♦にＮで１♥のＯＣが掛かった時、Ｅはネガティブダブル（♠４枚を示 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
Ｎｏ．２ 　 P　　　P　　 1♦ す）を掛けるがこれに対するＷのリビッドが難しい。♠が３枚であるが１♠ 　 P　　　P　　 1♦

♠ J９３ 1♥　 Ｘ　　　P　　 1♠ をビッドするか♥Ｑ５３で１NTをビッドするかの選択となる。いずれにしても P　  1♠　　　P　　1NT
♥ A10８７６２ P　　3♠     P　　　P Ｅは１１ｈｃｐあるので３♠（２♠） or ２ＮＴをビッドして最初パスハンドのMAＸ P　 2NT　　 P　　3NT
♦ A９   （2♠） ｅｎｄ を示すＩｎｖｉｔａｔｉｏｎをすることになる。Ｗは３♠に対してはパスであるが、２ＮＴ ｅｎｄ
♣ ８２ にはパスするか、３ＮＴにレイズするかは難しい（♥のストッパ－は完全で

♠ K６４ ♠ AQ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ないが、♥が打ち抜かれる時は、２ＮＴも出来ないと考えて３ＮＴをビッドするのも決断の一つ）。
♥ Q５３ N ♥ K９ 　 P　　　P　　 1♦ Ａのない４-３-３-３の１４ｈｃｐなのでパスが多い？　尚、ＮがＯＣしない場合は簡単に３ＮＴになる。
♦ KQJ５ W │ E ♦ 10８７３ 1♥　 Ｘ　　　P　　1NT ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ： ♥７→♥Ｋ →♥４ → ♥３　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見ると♠が３－３の分かれなら♠で４個、
♣ K５４ S ♣ Q９７ P　　2NT　　P　　P ♥１個、♦のＡに負ければ♦で３個の計８個勝てそうであるが３メイクはかなり厳しい。

♠ 10８７ ｅｎｄ 　（3NT） ♦ＡがＮにあることを期待して、２トリック目に♦を出して♦Ａに負に行く。♦Ａで勝ったＮが何を出すか？
♥ J４ Ｓからの♥リードを期待して♠か♣を出すことになる。♣を出せば、Ｓの♣Ａに入り、♥Ｊを出しＷが♥５を出
♦ ６４２ すとＮはどうすることも出来ず、４メイクになる（但し、Ｓが第１トリックの♥の時に♥Ｊを出しておけばこのブロックは回避できて３ＮＴは
♣ AJ１０６３ ３ダウンするが、Ｊを出すのは難しい）。　Ｎが♠を出した時はＤｅｃｌａｒｅｒは♦と♠で７個勝ち、ダミ－から♣を引きＳに負けるが３メイクに

なる。
３♠/Ｗ　　ＯＬ：♣８　　♣Ａで勝ったＳは♦を返すがのが普通。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａが出た後は♠を３巡勝つと３－３の分かれで４メイクする。

Ｎｏ．３
♠ 10９８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗは１♦でＯＰし、後で♥を２回ビッドする（６-５を示す）予定。Ｗの１♦にＥはジャンプシフトの２♠をビッド
♥ 10４ 　P　　1♦ して強いハンドを示す。以後６♦に到達出来れば良く、Ｗのの♣ボイドが読めないので７♦に到達すること
♦ ８４ P　　2♠　　 P　　3♥ は容易でない。尚、ペア－戦では６ＮＴをビッドすることもあり得る。またＷは♣がボイドであることを示し
♣ A10６５４２ P　　3♠　　 P　　4♥ ていないので、ややギャンブリング的ではあるが７♦にレイズすることもあるかも知れない。

♠ K４ ♠ AQJ７２ P　　4NT　  P　　5♠ 一方、Ｅが１♠でレスポンスした場合（左下）は、Ｗの２♥リビッドに対してＥは１８ｈｃｐを示す適切なビッド
♥ AQ８５２ N ♥ KJ P　　6♦　　ｅｎｄ が無く困る。４♦をビッドしＡを確認後、６♦（６ＮＴ）をビッドする。或いは暫定的に３♣をビッドして余裕のあ
♦ AJ７６５３ W ─ E ♦ KQ９２ るハンドであることを示し、Ｗの３♥で♦が６枚以上あることが判明し、スラムトライすることも考えられる。
♣ ― S ♣ K３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ６♦/Ｗ　　ＯＬ：　♣Ａ　？　　ＯＬが何であっても７メイク。

♠ ６５３ 　P　　1♦ ６ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♣Ｑ　　６メイク；　他のＯＬでは７メイク。
♥ ９７６３ P　　1♠　 　 P　　2♥ ６♠/Ｅ　　ＯＬが何でも７メイク。
♦ 10 P　　4♦     P　　4♠ ２０テーブルのペア－戦のコントラクト　７♦/Ｗ　　３Ｔ；　６♦/Ｗ　７Ｔ；　６♠/Ｅ　１Ｔ；　６ＮＴ/Ｅ　７Ｔ
♣ QJ９８７ P　　6♦　  ｅｎｄ その他　２Ｔ　で意外に６ＮＴをビッドしたペア－が多かった。-　2　-
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♠ K Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♥に対してＥはＶｕｌでＡ２枚の９ｈｃｐながらパ-トナ-が最初パスしているので、１♠のＯＣを掛ける
♥ AJ９３２  P 人が多いと考える（パスでも良いがビッドするのはこの機会しかない）。
♦ AQ９ 1♥　1♠　　2♥　　2♠ この後、お互いに９枚メジャーの♥と♠の争いになる。
♣ K５４３ 3♥　 P　　　P　　3♠(P) ＥがＯＣをしない時はＳが２♥にレイズし、Ｓが３♥でＩｎｖｉｔａｔｉｏｎするがＳはパスして、そのまま決まる。

♠ J８６２ ♠ A９７４３ P   ｅｎｄ ３♥/Ｎ　　ＯＬ：　♠Ａ→♠５→♠２→♠Ｋ　　　続いて♠４？　或いは♣Ａ　　次に♣１０もあり得る。
♥ Q10７ N ♥ ４ ♥Ｑに負けてもこのハンドは♣で２個しか負けない形になっているので♦Ｋフィネスをすれば３メイクはす
♦ K７ W ┼ E ♦ Ｊ８６３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ る。ＤｅｃｌａｒｅｒはＥからのリ－ドは歓迎なので♥はＡＫをタタカズ♥Ｋの後、♥Ｑのフィネスをするのも有力
♣ Q９８２ S ♣ Ａ10  P プレ－である。しかし、ダミ－へのエントリ－が無いので３メイクは簡単ではない、ルーザーを♠１♣３♦０

♠ Q10５ 1♥　  P　　2♥　　 P に出来れば３メイク出来る。このハンドは♣で２個しか負けない形なので４メイクになる。
♥ K８６５ 3♥  ｅｎｄ ３♠/Ｅ　　ＯＬ：　♥５　　Ｓのリードが４ｔｈ－ｂｅｓｔならＥは♥が１枚で大きなカ－ドは無いハズでＷの
♦ 10５４ カードより大きなカ－ドを出せば勝てるはずである。♥を続けＥがラフし♠Ａ♠４を出して負けに行く。
♣ J７６ ３♠は１～２ダウンになりそうである。　ＢｏｔｈＶｕｌの競り合いは注意が必要で２ダウンは避けたい。

Ｎｏ．５
♠ J６５４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♣にマイナ－の強いＳはＯＣもダブルも出来ずにパスせざるを得ない。Ｅの２♥レイズに対して
♥ K P　　1♣　　　P　　1♥ Ｗが３♥でＩｎｖｉｔａｔｉｏｎするのが普通。一気に４♥をビッドする人もあるかも知れないが微妙な判断で、
♦ 10９８６５ P　　2♥　　　P　3♥（4♥） 性格が出易い。また、Ｗが３♥をでＩｎｖｉｔａｔｉｏｎしてきた時に、Ｅがパスするか４♥をビッドするかも問題で
♣ J５ P　　P(4♥)　　ｅｎｄ あるが、パスが普通である（２Ａは魅力だが、１３ｈｃｐのバランスハンド）。 冒険するならＷで４♥をビッド

♠ KＱ９７ ♠ A８３ するのが、良い結果をもたらすとは限らない。
♥ Q10７５４ N ♥ AJ８３ ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦１０　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦の２巡目をラフしハンドから♥１０を出すとＮから♥Ｋが出て、♣で
♦ ２ W │ E ♦ J４３ ２ルーザ－出ても４メイクは固いことが判明。♥を３巡集め♠３－３を狙うも５－１であることが判ったので、♣Ａに負に行き、♣Ｑを
♣ Q10２ S ♣ K７６ 取ると、♣Ｊが出て♣１０が勝てて５メイクになる。

♠ 10 １４テーブルのチ－ム戦で半数の７テ－ブルで４♥がビッドされたが、残りは２～３♥で止まった。
♥ ９６２
♦ AKQ７
♣ A９８４３

Ｎｏ．６ Ｅの１♥にＳで１♠のＯＣが掛かるので、以後空中戦のビッドが予想される。１♠のＯＣに対して弱いハン
♠ Q10９７５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ドのＷがパスするか、Ｐｒｅｅｍｐｔｉｖｅに４♥をビッドするか両方ある。パスした時はＮが３♠をビッドする。
♥ K９ 　1♥　　1♠　　 P 何れにしてもＥが場合によってはスラムを狙えそうな強いハンドをしているので♥と♠で５の代まで
♦ J８６ 3♠　 Ｘ　　　P　　 4♥ 競り上がる可能性が高い。
♣ K７ 4♠   5♥    ＥＮＤ ５♥/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｋ　　この後、Ｓが何を出すかであるが、♠を続けるとダミ－でラフ（ハンドから♦４を捨て

♠ ２ ♠ ６ 　（　P　　　P る）して♥Ｋのフィネスをすれば５メイクになるが、その根拠になる情報は無く、１１枚フィットの♥は♥Ａを
♥ 10７６４３ N ♥ AQJ８５２ 5♠　　Ｘ　　ｅｎｄ　） タタクのが常道で（♠が1－１の確率５０％、ＮがＫＸ２枚の確率２５％）で１ダウンが相場。第２トリックで
♦ ５３２ W ─ E ♦ AK４ Ｓが♦の場合は２ダウンになる可能性が高く、♠ｏｒ♣の時は１ダウンになる。ダミ－へのエントリ－が無く、
♣ Q６４２ S ♣ AJ８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｄｅｃｌａｒｅｒのプレーは限定される。

♠ AKJ８４ 　1♥　　1♠　　4♥ ５♠Ｘ/Ｓ　　　ＯＬ：　♥４→♥９→♥Ｑ→♠４（ラフ）　♠を集め♦ＡＫに負ければ１ダウンで納まる。
♥ ― 4♠　 5♥　　5♠　　P ＯＬが♣２で、ダミ－から♣７を出された場合に、ＥがＳの♣は２枚以上あると考えて、感良く♣Ｊを出せば
♦ Q10９７ P　 　Ｘ　　ｅｎｄ （Ｓの♣Ｑに負けても損にはならない）２ダウンになる。Ｅが♣Ａで勝つと♦ＡＫを勝って１ダウン
♣ 10９５３ ３８テーブルのペア－戦でのコントラクトは ５♠まで競ったテ－ブル（１６Ｔ：　５♠＆５♠Ｘ/Ｓ　１２Ｔ；

５♠＆５♠Ｘ/Ｎ　４Ｔ）と、５♥/Ｅ　１５Ｔ　が拮抗した。ただ、５♥　５メイクが４テ－ブルあった。多分ＯＬが♣で♠と♥Ｋには負けるが
Ｄｅｃｌａｒｅｒが♥を３～４巡集めた時、Ｓが♣を捨てた（♦Ｑを守るため）ので、ダミ－の♣の４枚目が勝てたためと推定できる。
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♠ K Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄ ｈａｎｄのＮは♦６枚と１０ｈｃｐあるがオ－プンしないのが普通 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ J10６ 　P　　　P （絵札の形が良くない；好んで２♦でプレ－したくない）。 　P　　　P
♦ QJ９６３２ P　　1NT　　P　　2♥ Ｅの１ＮＴにＷはＪａｃｏｂｙ ＴＲ．の２♥をビッドした後、２♠のビッドに 1♦　　Ｘ　　 P　　2♠
♣ K９６ P　　2♠　　　P　　3NT ３ＮＴをビッドする。　Ｅは♠３枚あるが絵札がないので４♠をビッド P　　 3♠　　P　　4♠

♠ Q９７５４ ♠ 10８３ P　　P（4♠）　　ｅｎｄ するかパスするかは微妙な判断となる。 ｅｎｄ
♥ Q４ N ♥ AK７５ 一方、Ｎが１♦でオープンした時は、Ｅはダブルを掛けるか１ＮＴ（１５ｈｃｐでは避けるかも）のＯＣをする。
♦ ８７５ W ┼ E ♦ AK10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴにはＪａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で、ダブルには２♠ティクアウトで４♠/ＷorＥになる。
♣ AQ10 S ♣ J４３ 　P　　　P ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♥２　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見て♥３♦２♣２～３のウイナ－はあるが３メイクには♠で１～２個勝つ

♠ AJ６２ 1♦　1NT　　P　　2♥ 必要がある。そこでハンドの♥Ａで勝ち、♠１０を出してそのまま流し、Ｎの♠Ｋに負ける。Ｎからの♥Ｊリター
♥ ９８３２ P　　2♠　　 P　　3NT ンをダミ－の♥Ｑで勝ち、♦でハンドに戻り、♠８を出し♠Ｊのフィネスを試みる（最初の♠にＮは♠Ｋを出した）。
♦ ４ P　　4♠(P)  ｅｎｄ ダミ－に♣Ａのエントリ－がある間に♠がエスタブリッシュ出来て３メイクは可能。
♣ ８７５２ ４♠/Ｅ (Ｗ)　　　ＯＬ：　♦４　　♠の分れが悪く、Ｓでの♦のラフが入るので１～２ダウンは避けられない。

１６Ｔのチーム戦のコントラクトは　４♠　１３Ｔ：　３ＮＴ　３Ｔ　であった。

Ｎｏ．８
♠ KQ８５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠のＯＰにＥが２♣のＯＣをする。この時のＳのビッドでは
♥ J  P パ－トナ－のメジャーのＯＰにＯＣが入った時のジャンプレイズはペア－により意味が異なる。
♦ AJ10８６ 1♠　 2♣　 3♠　　  P ① サポ－ト４枚で５～９ｈｃｐのＷｅａｋハンド　（サポ－ト３枚以上１０ｈｃｐ以上のハンドはＣｕｅ-ｂｉｄ）
♣ J10 4♠  ｅｎｄ ② サポ－ト３枚以上１０～１２ｈｃｐのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ （Ｃｕｅ-ｂｉｄはより強いハンド）

♠ 10４ ♠ J７ （3♠がＩｎｖｉｔａｔｉｏｎの時） ③ サポ-ト４枚（以上）１０～１２ｈｃｐのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ （サポ-ト３枚１０ｈｃｐ以上はＣｕｅ‐ｂｉｄ）
♥ Q10９３２ N ♥ A７５４ このハンドは３～４♠/Ｎになる。途中でＮが３♦をビッド（左下：２ｎｄスーツ）するかどうかに関しても
♦ K７３ W X E ♦ ２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ペア-の考え方による。
♣ ９７３ S ♣ AK８６５４  P ３～４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♣Ｋ　　　このハンドは♦ＫがＷにあるので４メイクは固い。ルーザ－は♥１♣２。

♠ A９６３ 1♠　 2♣　 3♣　 　P　 チ－ム戦１４Ｔのコントラクトは　４♠/Ｎ　７Ｔ：　３♠/Ｎ　５Ｔ：　５ＨＸ/Ｅ　１Ｔ：　２ＮＴ/Ｓ　１Ｔ
♥ K８６ 3♠（3♦）P　　P（4♠）　ｅｎｄ チ－ム戦でも３♠で止まったペア－が多いのはＮのハンドは５－５－２－１で形は良いが、短いス－ツ
♦ Q９５４ にＪが２枚もあるためであろう。
♣ Q２

Ｎｏ．９
♠ Q８４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは１♦でオープンし、１♥のレスポンスに１ＮＴをリビッドする（最近はＥのハンドでオープンせずにパス
♥ QJ８３ P　 　1♦　　P　　　1♥ する人は少ない：　短いス－ツに絵札が無く２０ｐｔルールを適用）。　Ｗは３ＮＴにレイズして決まる。
♦ ４３ P　　1NT　 P　　3NT ３ＮＴ/Ｅ　　　ＯＬ： ♦Ｊ　　確実なウイナ－は♠２♥１♦３♣１の７個で３メイクには２個不足。♣が３－２の分
♣ Q10８ ｅｎｄ かれなら♣で１個増やせるが、♠ＱがＳにあることを期待するしかないか？　ＯＬはダミ－の♦Ａで勝ち

♠ AJ９ ♠ K７２ ♣３を引いてハンドから♣Ｌｏｗを出してＳに負ける。Ｓが♦１０を出してくればハンドの♦Ｋで勝ち、♣４を出
♥ A９７２ N ♥ ５４ す（最初の♣をＳは♣Ｊで勝ったので、♣Ｋ or ♣Ｑを期待）。Ｓが♦か♠を出してくれば１個増える可能性がある。それでなければ最後
♦ A６ W ｜ E ♦ KQ８７ に♠Ｑのフィネスを試みる予定。Ｎ-Ｓが正しくＤｅｆｅｎｃｅすれば１ダウンになる。
♣ ９７５３ S ♣ A６４２ なお、ＯＬ：　♠１０（♠５）の時は♠で３個勝てる様になるので、♣を負けた最初に♥にスイッチされなければ３メイクする。

♠ 10６５ チ－ム戦で３ＮＴ/Ｅ　２１Ｔ中　３メイク　１３Ｔ；　ダウン　８Ｔであった。　メイクの原因はＳから♠を出したことによると推定される。
♥ K10６ Ｄｅｆｅｎｃｅは難しい！　ＯＬにＴｏｐ ｏｆ Ｎｏｔｈｉｎｇを選ぶのが常に悪いとは限らず、ベストのこともあります。但し、攻撃的なリ－ド
♦ J10９５２ ではない。
♣ KJ
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♠ Q10９２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｂｏｔｈ-Ｖｕｌでアンバランスのハンドはビッドに神経を使います。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ K７６５ 　 P　　 1♦　　1♠ ゲ－ムの有無、何処まで競るかの判断が難しい。特にチーム戦では判断 　 P　　 1♦　　1♠
♦ 10８７ Ｘ　　 P　 　2♣　　2♠ の差が致命的な結果をもたらすことがある。ペア－戦では色々な結果が 1NT　P　 　2♣　　2♠
♣ QJ 2NT  P　　 3♣　　 P 出てきて最悪にはなり難いので気楽である。 3♦　3♠(P)  ｅｎｄ

♠ AK６５４３ ♠ J８ 3♦　　ｅｎｄ Ｓが１♦でＯＰし、Ｗの１♠のＯＣにＮはネガティブダブルを掛けるのが普通
♥ J10 N ♥ AQ８４３２ だが１ＮＴのビッドもあり得る。ＳのハンドはＮに♦ＫＸＸと♣ＫＸがあれば５♦がメイクする可能性がある
♦ K６４ W ┼ E ♦ ３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ハンドである。Ｎ－Ｓで４♦をビッドした場合、８枚フィットしか見えないＥ-Ｗで４♠をビッドするのは
♣ K９ S ♣ ６５４３ 　 P　　 1♦　　1♠ オ－バ－ビッド。

♠ ７ Ｘ　　 P　 　2♣　　2♠ ３♠/Ｗ　　ＯＬ：　♣Ｑ　ｏｒ　♦７（８）　　　何れにしてもＳはＡで勝ち、他方のＡも勝ち♣７をリタ－ンする。
♥ ９ 2NT  P　　 3♣　　 P Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦をラフし♠で２ルーザ－出るが♥Ｋのフィネスをすれば３メイクはする。
♦ AQJ９５２ 3♦ 　3♠　　P　　ｅｎｄ 但し、♣Ｑのリードの時、Ｓが♣Ａを勝ち、♣７をリタ－ンしておけば１ダウンの可能性がある。
♣ A10８７２ 　　（4♦） ３♦/Ｓ　　ＯＬ：　♠Ｋ　続いて♥Ｊ　　各スーツに１ル－ザ－あり３メイクで、４メイクは難しい。

Ｎｏ．11
♠ QJ９７６４３ Ｎ　 　Ｅ　 　 Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♣のＯＰ（１０ｈｃｐあり、サイドにＡがあるので３♣のＰｒｅｅｍｐｔｉｖｅＯＰ Ｎ　 　Ｅ　 　 Ｓ 　　Ｗ
♥ ９５   1♣　　1♥ はしない）の後、かなり激しいビッド争いとなりそうである。   1♣　　2NT
♦ J７４ 1♠ 2♠（2♣） 3♣  　3♦ Ｗが１♥のＯＣをした時は（左）４～５♥/Ｗ　or　４～５♠X/Nになる。 　P(3♠)　4♥　 P(4♠) ｅｎｄ
♣ ６ 3♠　 4♥　 　4♠　　5♥ 一方、Ｗが２ＮＴ（Ｕｎ-ｕｓｕａｌ；　Ｕｎｂｉｄ ｌｏｗｅｒ ２ｓｕｉｔｅｒを示す)のＯＣを 　　（5♥）

♠ ― ♠ K８２ P　　ｅｎｄ した時（右）は、Ｎが３♠をビッドするしないに拘わらず、Ｅは４♥をビッドする。
♥ K10７３２ N ♥ AQJ８６ 　（5♠　　Ｘ　　P　　ｅｎｄ） ５♥/Ｗ　　ＯＬ：　♣６　　ダミ－の♣Ａで勝ち、♥を２巡集め、♦を５個勝ち、
♦ AK10６５ W X E ♦ Q８３ この後♣と♠のクロスラフで７メイクになる。　Ｓがオープンした後で６♥に到達することは難しい。
♣ 10８３ S ♣ A９ ５♠Ｘ/Ｎ　　ＯＬ：　♥Ａ　続いて　♥８　　ダミ－でラフすると♣を走るためのダミ－へのエントリ－が不足して３ダウン（－５００）になる。

♠ A10５ 尚、♥の２巡目にラフせずに♦を捨てても、♦を攻撃されれば３ダウンは仕方ない。
♥ ４ ２０テーブルのペア－戦で　ビッド経過は不明だが５ペア－が６♥をビッドしていた。絵札の多いＥがＷのハンドは♥Ｋの５枚と、
♦ ９２ ♦ＡＫの５（４）枚としても♣Ｋか♠Ｑがあれば、♠ボイドは予想できなくても６♥は出来目があると考えたのかも知れない。
♣ KQJ７５４２ まさかＮ-Ｓの５♠に６♥をかぶせたとは考えられない。

Ｎｏ．12
♠ 10９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ このハンドはＥの１♦に対してＳでダブルを掛けるか、１♠のＯＣを掛けるか Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ J10６４  P ドチラを選択するか？　メジャー６－４なのでＯＣの方が以後のビッドが  P
♦ ６２ P　　1♦　 　Ｘ　　2♦ やり易い（ハンドの強さは示し難い？）。　 P　　1♦　 　1♠　　2♦
♣ AJ９６３ 2♥　 P 　　3♥　　P ４♥/Ｓ　　ＯＬ：　♦Ｑ　　♦Ｊが続けられるとハンドでラフし、♥Ａ♥Ｋを勝って P　　 P　　　2♥　　3♦

♠ A３２ ♠ ８７ P（4♥）　ｅｎｄ ♠を出して♠Ａを追い出すと４メイクは固い。 3♥　 P   　 4♥　　ｅｎｄ
♥ ７５ N ♥ Q９８ （ P ）
♦ QJ８７３ W │ E ♦ AK９５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３－４♠/Ｓ　　ＯＬ： ♦Ｑ　　♦Ｊを続けるのでハンドでラフし、♠を集めて♥Ｑ
♣ ８７５ S ♣ Q10４  P のフィネスを試すので５メイクになる。

♠ KQJ６５４ P　　1♦　 　Ｘ　　2♦ ４♠/Ｓのビッドは左下のビッドでＥ-Ｗが４♦まで競った場合にビッドする可能性がある。
♥ AK３２ P　  P 　　 2♠　　P ３４テーブルのペア－戦で　４♥/Ｓ　１１Ｔ；　4♥/Ｎ　４Ｔ；　４♠/Ｓ　４Ｔ；　３♠/Ｓ　１０Ｔ；　その他　５Ｔ
♦ 10 P　　3♦　　3♠　　ｅｎｄ
♣ K２
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♠ KQ10７４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドでは教科書的に大抵４♠/Ｎになる。
♥ ８６５ 1♠　　P　　3♠　　　P ４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♥Ｋ　　続いて♠３（Ｗの♠は１～２枚しかなく損にならない）をリード。
♦ A４ 4♠　　ｅｎｄ Ｄｅｃｌａｒｅｒから見ると、♠５♦２♣１と♥ラフ１で９個は勝てて、♣ＫがＷにあれば♣Ｑが勝てるので４メイク
♣ AQ５ するが、♣ＫがＥにあれば１ダウンで仕方なしとするか？　他に手段は無いか？

♠ ８５ ♠ ６３ ＤｅｃｌａｒｅｒはＥからの♠をハンドで勝ち、♥６を出してＥの♥Ｋに負ける。Ｅから再度の♠リードもハンドで勝ち、♦Ａ♦Ｋを勝って、ダミ－
♥ J９３２ N ♥ AK10４ から♦を引いてハンドでラフし、♥８を出してダミ－でラフする。　残り５枚は左下の様になる。ここでダミ－（Ｓ）から♦８を引いてＷ
♦ Q９７ W ┼ E ♦ J10５２ がショウアウトすればハンドから♣５を捨ててＥに負ける！Ｅからは♥ｏｒ♣しか出せないので
♣ J８７２ S ♣ K10４ ♠ Ａ ♠ 10７ ４メイク確実である。Ｗの♦が４枚の時でもハンドから♣５をすてて、Ｗからの♣には♣Ｑを出して

♠ AJ９２ Ｓ ♦ ８ Ｎ ♦ ― ♣Ｋのフィネスを試みる予定である。
♥ Q７ ♣ ９６３ ♣ AQ５ このスローインのＥＮＤプレ－は単なる♣Ｋのフィネスよりもメイクチャンスが増加し、リスク
♦ K８６３ はない（Ｅに♦４枚の確率約５０％）。
♣ ９６３

Ｎｏ．14
♠ ４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠のＯＰに対して、♠Ａ７３の３枚サポ－トと１２ｈｃｐのＷのレスポンスは２♣（２♦）と３♠のジャンプ
♥ Q10９７４３ 　1♠　 　P　　2♣ レイズ（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）がある。３♠はＮに容易にＯＣさせない効果があるが、ペア－戦でＮＴのコントラクトも
♦ J10８ P　　3♣　　 P　　3♠ 狙うとすれば２♣が良い。２♣と２♦ではＮのビッドスペ－スを確保する意味から、２♣が良いと考える。
♣ A８６ P　　4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｅ　　ＯＬ： ♥Ｋ→♥２→♥９（７）→♥６　となり、Ｓは♥Ａを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒからは一見これをラフして

♠ A７３ ♠ KQJ10６  ♠を集めてから♣Ａに負ければ、４メイク確実と考えられる。しかし、♠が４－１の分れの時に問題をはら
♥ J２ N ♥ ６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ んでいる。♥の２巡目をうかつにハンドでラフして♠を集めると、ＮＴ状態になるので♣Ａに負けた時に、♥を
♦ K９４２ W Ｘ E ♦ A６３ 　1♠　 　P　　3♠ 攻撃されるとダウン必至になる。これを回避するプレ－は♥の２巡目にハンドでラフせずに♦３を捨てる
♣ KJ10４ S ♣ Q７３２ P　　4♠　　　ｅｎｄ ことである（Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-Ｌｏｓｅｒ）。♥を続けられてもダミ－でラフ出来るので４メイク可能。尚、♥の２巡目

♠ ９８５２ をラフした場合でも♠を２巡集めて４－１の分れが判明した時点で、♣Ａに負に行くプレ－でも良い様に
♥ AK８５ 見えるが、♣Ａを２巡目に勝ち、３巡目の♣を出されて、Ｓにラフされる危険性をはらんでいる（♣Ａがダブトンか、Ｓにある時は良い
♦ Q９５ が・・・）。このハンドの様に簡単にメイクしそうなハンドでは、最悪の場合を想定してそれでも安全と考えられるプレ－を組み立てる
♣ ９５ 注意が必要。

Ｎｏ．15 Ｓの２♣のリビッドに１０ｈｃｐあるＮのリビッドは２（３）♦、２ＮＴ、３♣が考えられるが何を選択するか？
♠ AK６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ なお、Ｓの２♣lリビッドに最初パスしているＷが２♠のＯＣを掛けることもある（左下ＮｏｎＶｕｌでオジャマ）。
♥ 10７４  1♦　　 P ３♣/Ｓ　　ＯＬ：♠Ｑ　　　ダミ－の♠Ａで勝ち、♣Ｊを出しＥが♣Ｋをカバ－しハンドの♣Ａで勝つ、♣Ｑを勝ち、
♦ Q４２ 1NT　P　　2♣　　  P ♦Ａを取ってから♦３を出してダミ－の♦Ｑに入り（Ｗがショウアウト）、♦４を引いて♦Ｊのフィネスを行い、
♣ J７４２ 3♣　　ｅｎｄ これが勝いるので♦を続け、Ｅにラフさせる。以後♥に２ル－ザ－出て４メイク。

♠ QJ10９７２ ♠ ４３ 　（2♦3♦） ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ： ♥５　　ＥＷは♥を４個勝ち（Ｎは♠６を捨てＳは♣２個捨てる）、Ｅが♠４を出して来ると
♥ K８６３ N ♥ AQ９５ ハンドの♠Ａで勝ち、♦を出して♦Ａで勝ち、♦３を引くとＷがショウアウトするが、ハンドの♦Ｑで勝って♦Ｊ
♦ ７ W │ E ♦ J８６５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ のフィネスをして♦を勝ち、♠Ａでハンドに戻り、♣を出して♣Ｋのフィネスを試みるとこれが成功するので
♣ ９３ S ♣ K10５  1♦　　 P ３メイクになる。但し、♦の扱いを間違えるとメイク出来ない。

♠ ８５ 1NT　P　　2♣　　 2♠ ＯＬ：♠４　　ハンドの♠Ａで勝ち上記と同じプレ－で３メイクする。尚、３♦/Ｓは４メイク、２♠/Ｗは２メイク
♥ J２ 2NT　P　　3NT　ｅｎｄ は出来そうである。
♦ AK10９３ ペア－戦で３ＮＴ/Ｎは　４ ：７ でメイクよりダウンが多かったのは如何してか？　♥の時にＳのディス
♣ AQ８６ カ－ド間違い ｏｒ ＯＬの♠に１度ダックして、Ｗに♥を攻撃された？

以上
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